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沿岸膠着性の性格のつよい
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図9 生鮮魚6大都市市場価格指数（昭和32年基準）
年）と後5年（ 3～38年）では必らずしも，同一の業種が増加したものとはいえず，
同一階層内でもたえず業種の盛衰(25)があり，浮き沈みのはげしいことを物語っている。
以上のことから，つぎのように推論できるであろう。わが国の漁業構造は，沿岸漁業
というせまい枠の中に，最下層の無動力船やその上位に位する動力5トン以下の動力船
層がひしめき，幅広く底辺部を形成し，徐々に大型漁船漁業を駆使する沖合・遠洋漁業
へとピラミッド型の構造を示しているものと，単純には理解できない。すなわち，基本
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的には底辺部より頂点にいたる三角形は構成されているとはいうものの，あきらかに5
~200トン層といった中間部において，中くびれ(26)の形を示し，動力船3トン未満また
は3～5トン層の激増傾向に比して，最下層部の無動力船層の先細り傾向のあることを
考えるならば，ここにも一つのくびれのあることを示すものと考えられる。
総じていえることは，主要な生産手段である漁船において，動力船隻数の大幅の増加
がみられ，またトン数でみると，隻数の増加以上に増加している。一方，従事者はすで
にのべた如く，31％という大幅の減少を示しているので，このことから，労働力に対す
る固定資本の増大という近代化の線をつらぬきながら，10年間で45％の生産量の増加を
みた。しかしながら，この近代化の線がつらぬかれていく傾向を別の側面からみれば，
漁業構造における構造的な差をはげしくし，階層間の格差を拡げているといえる。具体
的にいえば，無動力船層の衰退，中小規模経営の漁船漁業の伸び悩み，定置・地曳階層
の衰退に反して，動力船3トン未満層および3～5トン層の伸長，および浅海養殖階層
の発展，さらに200トン以上の大型漁船漁業階層の発展がこれであり，模式的なピラミッ
ド型構成をゆがめる二つのくびれ現象を生みだしたのがこれである。
とくに注目したいのは，経営体数の増加がみられる動力船3トン未満層と3～5トン
層を28年。33年。38年の三時点で時系列の比較をおこなう際に，階層毎の漁獲数量が38
年の統計には記載されていないので，経営体数や生産金額のみで，この両階層の発展を
云々できないが，大体の傾向だけなら推し測ることだけはできよう。そして一経営体当
りの経営規模を示す，使用漁船数およびトン数，ならびに従事者数をみると，この両階
層の傾向をつぎのようにいいあらわすことができよう。すなわち，最近における技術革
新(27)の波は，沿岸漁村まで広くゆきわたって，その結果，安価で軽量化された経済的
な小型ジーゼル機関をそなえることにより，小型動力船で船足早く，豊度の高い沿岸漁
場をもとめて出漁し，沿岸漁場を集約的・多角的に利用して，漁獲をあげていることに
成功しているといえよう。さらに合成繊維漁網の採用は，従来までの綿糸網よりも軽量
で丈夫なため，網の操作が容易となり，人手を省くことに役立ったこと，小型魚採の採
用によって，魚群探索がきわめて容易になったことなど，要する人手を極力節約し，自
家労働力を完全燃焼し，専業的に漁業に従事し，さらに労働の外延的な延長（出漁日数
の増大，一出漁当りの労働時間の増大）によって，生産性を高め，生き延びてくること
ができたものと考えられる。表4によっても知られる如く，3トン未満層はもちろんの
こと，従来は自家労働力以外に少くとも1～2人程度の雇用労働を用いてはじめて成立
っていたところの，3～5トン層でも，38年の平均値をみると，省力化(28)に成功し，
自家労働力のみで操業可能となっていることは，この間の事情を何よりもよく物語って
いると思う。
一方，浅海養殖業は，急速に発展増加し，その点では，いわゆる「獲る漁業より育て
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る漁業へ」というスローガンに相応するかの如く，耕転・育成する農業段階に近い再生
産過程のおこなわれる段階へと，徐々に向いつつあることを暗示しているかの如くで，
従来，獲ることばかりが漁業であると考えられていたわが国の漁業も，ようやく育てる
漁業の拾頭を告げる段階にきたものと思われる。3～5トン層が沿岸漁業における一種
の適正規模であるとするならば，同様の意味において，浅海養殖業は，沿岸漁業におけ
るいま一つの拠りどころといえるかも知れない。
び結
最後に，将来，わが国の漁業がどのような方向をたどるであろうかについての見通し
を示して，結びにかえたい。つぎに示す二つの図は，将来のわが国漁業の動向を暗示し
ているように思われる。
脱漁民化 沿岸漁業では家族中心的漁
（基幹労働力の流出） 家経営の増加
漁／ （3～5トン層）
業
／
含→若手労働力の不足→漁業階層の分化中小漁業経営では雇用難かの（後継者難）
流 （経営体数の急＼ら適合船型への移向
減）休漁船の増加による漁船の出、老令化．女性化 統合化，大手資本による系
列化
（?????）
↓
（???????）???
水産庁：世界水産総覧より
図10漁業の就業構造の変化過程の図式化
最初の図は，就業構造の変化過程を図式化したものである。最近におけるわが国漁業
の就業構造の変化過程をみると，賃金額の相違から良質の労働力（主として若年労働力）
が労働条件のよい遠洋漁業や優秀な沖合漁業に吸収され，一方，沿岸漁業は，全体的に
は，老令化の方向にすすみ，隠居漁業化する傾向がつよい。
この点諸外国の実情をさぐると，資料の不足から推測の域を脱するわけにはいかない
が，沿岸の零細漁業は，経済的後進地域の存在と平行しているように思われる。イギリ
スや西ドイツなどの例をみると，若年令層が，漁村より流出するころには，漁業は単純
な構成に変質し，零細な小規模漁業は姿を消し，沖合・遠洋漁業のみが残存する形態
(29)をとっている。このことは，北海におけるニシン漁業が，資本の集中と，特定漁港
への漁船および漁業労働力の集中によって発展したことを，説明したHorstKohlの著
作よりもうかがい知られる。すなわち，ヨーロッパ先進国においては，もはや，沿岸の
各村々にわが国のような零細な小生産漁家が残存せず，したがって，漁村なる概念は事
実上消え失せ，すべてが漁港であるといいきってもよい段階に達していると考えてもよ
いのではないかという感さえもする。ところが，一方，ノルウェー，（30）アイスランド
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のような経済的後進地域には，いまなお沿岸漁業が残存し，多くの漁村が存在するとい
われる。
以上のような他国の例から，ひるがえってわが国の場合をみると，どうであろうか。
基本的には，先進国型へのあゆみをするであろうが，歴史的背景の相違，水産物への日
本人の嗜好，食生活の型，技術の発達程度などの理由から，まびきされよりすぐられた
ものとして，相当数の沿岸漁家層が残存するのではなかろうか。それらが，いわゆる一
種の適正規模の層として，あるいは，いわゆる中核的漁民層(31)として，生きのびる可
能性を有しているものといえる。
いま一つの図は，群別にみた将来の経営構造の動向である。これは，最も零細な階層
より，ピラミッドの頂点に立つ，マンモス企業の独占資本漁業経営にいたる全体を，グ
ループ分けして将来の動向を見通したものである。これによってもあきらかなように，
現在よりも相当数の人員の減少によって，はじめてこの青写真が成立つのであり，沿岸
の村々より，青壮年労働力が他産業に吸収され，沿岸の漁村が老人の海となるか，ある
いは蛋白源の供給源として高い生産の場として存在できるかは，一にかかって，国や各
府県の漁業政策や，第二次・第三次産業の発展の動向(32)によるものと思われる。一方，
海外に雄飛できる資本漁業の将来は，世界漁業のあゆみに大きく規制されるであろう。
最近，独占資本的漁業会社が，つぎつぎと食品製造･冷蔵・運搬等々の各部門に手を拡
げ，コンビナート化している傾向がみられるが，これは，企業内における水産部門の比
重を相対的に減少させていく，いわゆる独占的水産会社の上陸作戦(33)に符号するもの
であり，国内的にも国外的にも壁に打ち当った水産部門から，他の有利な部門へと高利
潤の部門を求めて転換を図ったためにあらわれた現象であろう。この両者の中間に位置
する中小資本漁業経営は，適正規模の適合船型への移向をせまられているといえよう。
つまり，最近における雇用難より，いきおい各経営体とも，従事者規模(34)を縮少し，
省力化をすすめ，複船経営を単船経営化するなど，経営の合理化を強いられている。し
かしながら，多獲性大衆魚族を漁獲対象とすることが多いため，経営はきわめて，投機
的・不安定な要素が多く，休業・転廃業を強いられるものも多くなることが予想され，
休漁船を統合してこれを系列化する大手資本の進出も充分考えられる。
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図11
将来の動向経営タイプ
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ただし，企業的資本家的経営にまで成長するのは少数部分であろう。
半数以上が兼業と賃労働を必要とするであろう。
小生産漁業経営のタイプ別の将来の動向
経営タイプ 将来の動向
＆
下
層
識！、這蕊鰯宇がれない。虐{'00トン以上一一今大半は資本構成高度化による発展,企業内の自己資本蓄積は半分貧弱さをまぬが
れない。
巨大資本漁業経営----う水産業全体に占める直接，間接の経済力比重は今後も小さくなるこ
とはないものとみられる。しかしながら方向としては，よりスケー
ルの大きな食品製造，供給産業に発展し，水産品だけでなく陸産，
動植物食鈷も含めた供給を大量におこなうようになる。加工保管冷
蔵運搬商品取扱等の多角化，コンビナート化の進行により企業内で
の水産比重は相対的に小さくなるであろう。
????????
資本漁業の群別の将来の動向
水産庁:r漁業基本対策史料第二巻剴より
112 柿本典昭
注および参考文献
(1)現代日本産業講座I241頁
(2)向坂正男日本産業図説14頁，32頁
(3)昭和38年経済白書48頁
昭和41年経済白書76頁
(4)志村賢男日本漁業の資本蓄積196頁
(5)岡本清造水産経済学19頁以下に，水産業は漁業をその本体として包含している。とあり，
広義の漁業は，従来水産業と同義語であったいきさつをのべ，水産業の内包的規定をされている。
筆者もここでは，一応，従来通りの漁業と水産業は同義語であるという慣例にしたがって使用し
た。
(6)沿岸漁業とは何か，また沿岸漁業の範囲とはという場合，それが相対的な概念であるため，さ
まざまなやり方でその区分がおこなわれてきた。沿岸漁業とは，沖合・遠洋漁業に対しておこっ
た言葉である。その基本は，資本主義的経営と沿岸零細小経営の漁場面での対立より，沿岸零細
小経営の保護という形で生じたものである。資本主義的経営と沿岸零細小経営という区分は，相
対的であり，それぞれ比較する立場や段階によって異なってくる。絶対的な基準を引くことは困
難であろう。従来，沿岸漁業の範囲を定める場合，その区分の仕方は，(1)漁業権漁業，またはそ
れに準ずる漁場でおこなう漁業，(2)領海3浬以内の漁業，(3)5トン以下の漁船による漁業，(4)日
帰り操業を建前とする漁業等々であった。これらの区分は，それぞれ包含する範囲が多少異って
いるが，主に統計上の点から漁船のトン数規模できめる方法がとられてきた。ところが，戦後漁
業の統計が整備され，その経済研究がすすむにつれて，沿岸漁業を資本主義的経営に対する小商
品生産者＝漁家の従事する漁業として把握しようとする方向がでてきた。この規定の方法は，定
置とか地曳の如き沿岸でおこなわれる比較的大規模な資本主義的経営をどうするかという問題が
あるが，一応この点を考えないことにすれば，経済的には厳密で，はっきりしている。しかしな
がら，実態は，3トン以下の零細小経営といえども，多くの雇用労働力をもつ場合もありうる。
また，無動力船層や1トン以下の動力船層は，内容的には，労働者世帯といった方がよく，小生
産漁業といえる数はきわめてすぐなくなるであろう。以上は，漁業生産の発展構造，平沢豊著の
307頁よりの引用であるが，沿岸漁業を一つだけとらえても，このように不明確なものであり，
沿岸といい，沖合・遠洋といっても，歴史的慣習的概念であり，経済的概念にまでいたっていな
いところに，内容規定の困難さがある。
(7)向坂正男前掲書7頁では，日本の大企業ベスト20の第20位に太洋漁業がランクされている。
(8)岩切成郎外五氏著漁業経済論3頁
(9)岩切成郎外五氏著前掲書3頁
⑩中小資本漁業と沖合漁業との関連についての見解は，昭和38年漁業養殖業生産統計年報の2頁
にふれている。遠洋漁業と大資本漁業との関連についても，同様にふれている面があるが，いず
れも，明確なつながりを示しているわけでなく，きわめて常識的・慣習的な記載にとどまってい
る。
⑪岩切成郎外五氏著前掲書5頁
⑫木内信蔵・西川治新地理学講座地理学本質論V地域論247頁
川島哲郎経済地域について－経済地理学の方法論的反省との関連において一経済地理学
年報第2巻
⑬昭和38年漁業養殖業生産統計年報1～2頁
⑭漁業生産の伸びにおいて生産金額の伸びが上昇した水産物価格によって支えられていることは
あきらかであるが，このほか，いわゆる選択的拡大再生産の傾向として，消費構造の変化に応じ
て，より商品性の高い魚種生産に移行していることもあきらかである。このことは，35年以後の
最近の日本漁業の動向に関する一考察 113
3カ年において生産指数が漁獲量指数を大きく上まっていることから推測される。生産指数115：
漁獲量指数108となっている。38年漁業養殖業生産統計年報による。ただし，一般的には選択的
拡大生産の可能性があるといっても，漁法や魚種によっては容易でないものがあり，とくに沖合
漁業の中核をなす中小資本漁業には，この傾向がつよいのである。
⑮38年は，まき網およびさんま棒受網の生産減少，39年は，前年に引続きさんま棒受網の不振
と，前年度増加していた，いか釣漁業の大巾の減産が主な原困と考えられる。以上は，昭和40年
度漁業の動向等に関する年次報告，第51回国会（常会）提出の報告書の6頁以下による。
⑯国立国会図書館調査立法考査局，沿岸漁業生産の長期的観察と地域性37頁
⑰奥野正巳世界の中の日本漁業，3頁以下
拙稿日本の漁業，現代地理学大系，世界地理第2巻，日本198頁以下
⑱増田正一かつお・まぐろ総覧451頁以下
丹羽昭彦漁業における適正規模，漁業経済研究12の4
⑲国立国会図書館調査立法考査局前掲書50頁
佐々木輝夫漁業資源の生物学的性格とその利用段階漁業経済研究8の2
㈱佐々木輝夫前掲書
@1)昭和38年漁業養殖業生産統計年報6頁
剛水産庁漁業振興課沿岸漁業構造改善事業の解説付録6頁
剛徳永信男・鎌倉靖夫高度成長下における漁業の構造変化一第三次漁業センサスの考察
漁業経済研究14の4
鋤徳永信男・鎌倉靖夫前掲書
閲徳永信男・鎌倉靖夫前掲書に経営規模の変化を階層別の一経営体平均の動力船隻数，トン数
および最盛期の従事者数からみた,10年間の推移を示した記述がある。経営体数の増加した階層
の中で①動力3トン未満層は，小型底びき，まき網，敷網，船びきが減少し，釣，延縄，採貝・
採草および刺網が増加し，これを前5年と後5年に分けて考えると，前5年（28～33年）には釣
・延縄，後5年には刺網と採貝・採草の増加が目立っている。②動力3～5トン階層の後5年
は，全階層を通じて最も増加率が高く，まき網，敷網，船びきの停滞と対照的に，釣・延縄，小
型底びき，刺網および採貝．採草の増加が顕著である。③動力200トン以上の階層は，前5年，
後5年を通じて，まぐろ延縄，まき網および母船式さけ．ます漁業の増加が主体をなしている。
とくにまぐろ延縄漁業の比重（28年28％，38年43％）が増加している。④浅海養殖階層は，かき
養殖の停滞をのぞき，のり，真珠およびその他の養殖業いずれも増加し，38年の構成比では，の
り（76％）が主体をなし，ついで真珠（15％），かき（8％）の順となっている。
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剛徳永信男・鎌倉靖夫前掲書で省力化に寄与した要素として，漁網・漁具の改良，ジーゼル機
関の普及，魚探の導入，漁法の改善等をあげているが，その寄与の度合を統計的に実証できない
としている。経営体がいとなんだ主な漁業種類の変化（比重）をみても，まき網などの複船漁業
による漁業種類の比重が低下し，釣・延縄，採貝，採草などの単船操業による漁業種類の比重が
増している。これらのことから，省力化が先行したものではなく，労働事情の悪化に対応して漁
業の経営内容を変えざるをえなかったと考えるべきでなかろうかとのべている。
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No.397,1964
一114 柿本典昭
では，ブルター ニュ半島西端，フランス第3の漁港Concarneauに1950年以降，急激に曳網漁船
が集中し，この漁港にフランス沿岸各地から水夫が集ってきたことをのべ，この漁港の立地に関
する分析をおこなっている。
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研究11の1
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